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主な記事
2・3面 都本部「2025共済集会」

新規採用職員組合加入推進対策会議
都本部2026年旗開き
コラム 「ストライキ批准投票」ってなに？

4面 私のおすすめ（練馬区職員労働組合 執行委員長 矢内 幸夫）
都本部女性部・青年部 反戦平和フィールドワーク

企 画 総 務 局

自
治
労
は
、
春
闘
を
年
間
闘

争
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
付
け
て

い
る
。
連
合
春
闘
に
結
集
し
、

社
会
的
な
賃
上
げ
・
生
活
改
善

の
機
運
を
高
め
、
賃
金
の
押
し

上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
賃
金

労
働
条
件
に
係
る
す
べ
て
が
労

使
交
渉
事
項
で
あ
る
こ
と
（
労

使
関
係
ル
ー
ル
）
の
徹
底
を
全

単
組
に
お
い
て
再
確
認
し
、「
あ

な
た
の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
人
員

確
保
・
職
場
課
題
の
解
決
を
春

闘
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

都
本
部
は
2
0
2
6
春
闘
方

針
（
討
議
案
）
を
第
11
回
単
組

代
表
委
員
会
（
1
／
20
）
で
提

案
し
た
。
こ
の
討
議
案
は
「
都

本
部
2
0
2
6
春
闘
討
論
集
会

（
1
／
31
）」
に
お
い
て
議
論

を
深
め
、
第
12
回
単
組
代
表
委

員
会
（
2
／
10
）
で
の
方
針
確

立
を
め
ざ
す
。
都
本
部
で
は
春

闘
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
賃
金
確

定
闘
争
ま
で
の
1
年
の
サ
イ
ク

ル
に
お
け
る
年
間
を
通
し
た
統

一
的
な
重
点
課
題
を
設
け
て
い

る
。
そ
れ
は
組
合
員
か
ら
も
多

く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
「
人
員

確
保
課
題
」
と
「
賃
金
課
題
」

だ
。
週
所
定
労
働
時
間
内
で
の

業
務
量
を
前
提
に
、
休
暇
制
度

や
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
な

ど
、
職
員
が
安
心
し
て
制
度
活

用
が
で
き
る
人
員
配
置
と
長
期

不
在
と
な
る
際
の
切
れ
目
の
な

い
代
替
配
置
、
再
任
用
一
時
金

や
地
域
手
当
な
ど
、
自
治
体
内

・
自
治
体
間
の
賃
金
格
差
の
是

正
に
む
け
て
交
渉
を
積
み
重
ね

て
い
く
。

そ
う
し
た
前
提
の
も
と
26
春

闘
方
針
（
討
議
案
）
で
は
、
自

治
労
方
針
を
踏
ま
え
、
都
本
部

春
闘
統
一
指
標
の
労
使
確
認
を

め
ざ
す
。
組
合
員
の
様
々
な
声

を
集
め
、
単
組
に
お
け
る
重
点

課
題
の
設
定
と
独
自
要
求
書
に

よ
る
取
り
組
み
強
化
を
図
る
。

要
求
は
交
渉
の
積
み
重
ね
で
し

か
実
現
し
得
な
い
。
春
闘
を
起

点
と
し
た
一
年
間
の
各
時
期
に

取
り
組
む
自
治
労
産
別
統
一
闘

争
に
結
集
し
な
が
ら
、
集
中
的

に
交
渉
し
、
年
間
闘
争
の
総
結

集
と
な
る
賃
金
確
定
闘
争
で
の

決
着
を
め
ざ
す
。

●
方
針
を
踏
ま
え
、
当
局
へ
確

認
す
べ
き
事
項
は
何
か

今
春
闘
に
お
け
る
統
一
指
標

は
、
三
点
あ
る
。
ま
ず
は
①
労

使
関
係
ル
ー
ル
の
徹
底
だ
。
賃

金
・
労
働
条
件
に
関
わ
る
事
項

は
労
使
協
議
と
合
意
に
基
づ

く
、
と
い
う
基
本
的
な
プ
ロ
セ

ス
を
再
確
認
し
、
当
局
の
楽
観

的
判
断
や
失
念
を
防
ぐ
。
続
い

て
、
②
新
年
度
に
お
け
る
定
数

確
保
と
欠
員
発
生
時
の
早
期
補

充
だ
。
こ
の
要
求
に
合
わ
せ
、

当
局
に
は
新
規
採
用
者
の
情
報

提
供
を
求
め
、
仲
間
づ
く
り
も

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
③
災
害
発
生
時
の
労
働
条

件
に
関
す
る
ル
ー
ル
化
だ
。
大

規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
す
る

中
、
災
害
対
応
の
先
頭
に
立

ち
、
対
応
を
求
め
ら
れ
る
の
は

自
治
体
職
員
だ
。
発
災
地
域
へ

の
派
遣
な
ど
も
含
め
、
様
々
な

事
項
を
事
前
に
ル
ー
ル
化
し
て

お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
職

員
は
自
身
も
被
災
当
事
者
で
あ

り
な
が
ら
、
対
応
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
極
度
の
ス
ト
レ
ス
に
晒

さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

実
際
に
そ
う
し
た
状
況
下
に
お

い
て
、
24
時
間
、
昼
夜
問
わ
ず

の
連
続
勤
務
が
行
わ
れ
た
事
例

の
報
告
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
交
代
制
勤
務
の
事
前

確
立
、
勤
務
時
間
上
限
（
14
時

間
）、
産
業
医
面
接
の
ル
ー
ル

化
を
急
務
と
捉
え
、
今
春
闘
で

確
認
す
べ
き
事
項
と
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け

た
い
と
思
え
る
職
場
環
境
・
制

度
は
、
現
場
の
声
を
「
要
求
」

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
交
渉

組
織
と
し
て
法
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
は
『
労
働
組
合
』

だ
け
で
あ
る
。
2
0
2
6
年
の

闘
争
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
春
闘

を
全
単
組
・
全
組
合
員
の
参
加

で
進
め
、「
声
」
を
あ
げ
て
、

要
求
を
実
現
し
よ
う
。

「
あ
な
た
の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
」

人
員
確
保
・
賃
金
を
重
点
課
題
に

2
0
2
6
年
春
季
生
活
闘
争
（
春
闘
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
連
合
は
、
3
年
連
続
と
な
る

「
5
％
以
上
」
の
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
、
賃
金
が
継
続
的
に
上
が
る
「
賃
上
げ
ノ
ル
ム
（
社
会

規
範
）」
の
定
着
を
狙
う
。
過
去
2
年
の
春
闘
で
は
5
％
を
超
え
る
高
水
準
の
賃
上
げ
が
実
現

し
た
も
の
の
、
物
価
上
昇
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
家
計
改
善
の
実
感
を
得
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
2
0
2
6
年
、
賃
上
げ
率
が
物
価
を
上
回
る
「
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
」
を
確
固
た
る
も

の
と
す
る
交
渉
が
本
格
化
す
る
。

▲自治労2026春闘中央討論集会の様子

投票期間 1月31日（土）～2月9日（月）
自治労は、春闘期
に自治体または雇用
主に対し要求書を提
出し、1年の賃金・
労働条件闘争をスタ
ートさせます。
批准投票の「批
准」には、「最終的
確認と確定的同意を
与える」との意味が
あります。投票率そ
して批准（賛同）率
が高いほど要求実現
を望む組合員の強い「意思」を示すことになり、
交渉にむけての大きな力となります。働き方や職
場環境をより良いものとするための、皆さんに最
終の意思確認となる批准投票への積極的な参加を
お願いいたします。
「自治労ストライキ批准投票」は、1年のたた
かいのスタート期である春闘期に、1回につき2
時間を上限とするストライキの可否の判断を含む
闘争指令権を自治労本部に委譲することについ
て、組合員の承認を求めるものです。したがって、
ストライキを行うための投票ではありません。

【都本部2026春闘 闘争スケジュール】

●要求書提出期限 2月20日（金）

●回答期日 3月6日（金）

●交渉強化ゾーン 3月9日（月）～12日（木）

●都本部統一行動日 3月13日（金）

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

子
ど
も
食
堂
と

い
う
名
前
を
聞
く

よ
う
に
な
っ
て
久

し
い
が
、
最
近
、

仕
事
で
子
ど
も
食

堂
に
関
わ
る
こ
と

に
な
り
私
の
中
で
子
ど
も
食

堂
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
▼
少
し
前
ま
で
私

の
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
貧
困
対
策
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
子
ど

も
食
堂
を
何
カ
所
も
訪
れ
、

運
営
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
話
し
て
み
る

と
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
場
と
な
っ
て
い
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
の
役
割
が

大
き
い
こ
と
を
知
っ
た
。
食

堂
に
よ
っ
て
は
様
々
な
世
代

の
住
民
が
参
加
し
て
い
て
、

幅
広
い
世
代
の
交
流
が
生
ま

れ
て
い
る
▼
個
人
的
に
は
子

ど
も
食
堂
は
行
政
機
能
を
補

完
す
る
よ
う
な
役
割
を
持
ち

始
め
て
い
る
と
感
じ
る
。
他

自
治
体
で
は
引
き
こ
も
り
の

若
者
が
、
子
ど
も
食
堂
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
社
会

に
出
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

例
も
あ
る
そ
う
だ
▼
今
後
、

子
ど
も
食
堂
が
社
会
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
整
備
さ
れ
、
行
政

と
協
力
し
て
子
育
て
支
援
や

高
齢
者
支
援
な
ど
地
域
の
課

題
に
対
応
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
岡
崎
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

実質賃金のプラスをめざして実質賃金のプラスをめざして実質賃金のプラスをめざして
都都本本部部22002266春春闘闘ススタターートト

全員の投票で、組合員の要求実現に
むけた大きな推進力としよう！
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人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1380号（１）2026年2月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）
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コラム
「
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票
」っ
て
な
に
？

ⒸHot Property ITAOT Limited2023

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
挨
拶

に
立
っ
た
松
村
委
員
長
は
「
災

害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
。
地
域
や
職
場
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
が
安
心
・
安

全
な
社
会
形
成
に
つ
な
が
る
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
共
済
は

労
働
運
動
の
原
点
で
あ
り
、
自

治
労
全
体
の
組
織
強
化
に
も
直

結
す
る
」
と
強
調
。
学
ん
だ
知

見
を
現
場
で
の
実
践
に
活
か
す

よ
う
、
参
加
者
に
強
く
呼
び
か

け
た
。

共
済
は
家
計
を
守
る

「
2
つ
の
盾
」

初
め
に
行
わ
れ
た
生
活
経
済

研
究
所
長
野
の
塚
原
哲
所
長
に

よ
る
講
演
で
は
、「
組
合
活
動

の
原
点
と
仲
間
を
守
る
『
共

済
』
の
役
割
」
と
題
し
、
労
働

組
合
が
担
う
べ
き
役
割
が
改
め

て
整
理
さ
れ
た
。
塚
原
氏
は
、

労
働
組
合
の
活
動
を
支
え
る
柱

と
し
て
、
以
下
の
3
点
を
挙
げ

た
。
①
賃
金
・
労
働
条
件
の
維

持
改
善
、
②
雇
用
・
働
き
方
の

ル
ー
ル
づ
く
り
、
③
く
ら
し
と

生
活
を
支
え
る
労
働
者
自
主
福

祉
。
こ
の
中
で
共
済
は
「
自
主

福
祉
」
の
中
核
で
あ
り
、
組
合

員
に
と
っ
て
「
万
一
の
損
失
」

と
「
平
時
の
（
民
間
保
険
等
へ

の
）
払
い
過
ぎ
」
と
い
う
二
つ

の
側
面
か
ら
家
計
を
守
る
「
2

つ
の
盾
」
に
な
る
と
指
摘
し

た
。
ま
た
、
民
間
保
険
と
の
決

定
的
な
違
い
に
つ
い
て
も
言
及

さ
れ
た
。
民
間
保
険
が
株
主
と

顧
客
の
関
係
で
あ
る
の
に
対

し
、
共
済
は
組
合
員
自
身
が
主

役
で
あ
り
、
つ
な
が
り
を
持
つ

仲
間
に
限
定
し
た
制
度
設
計
が

可
能
で
あ
る
点
が
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
。
塚
原
氏

は
、
共
済
推
進
を
単
な
る
ノ
ル

マ
達
成
の
た
め
の
活
動
で
は
な

く
、
組
合
員
の
可
処
分
所
得
を

守
り
、
生
活
防
衛
力
を
高
め
る

た
め
の
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
し

て
捉
え
直
す
必
要
性
を
訴
え

た
。
そ
の
う
え
で
、
組
合
役
員

・
書
記
が
果
た
す
べ
き
役
割
と

し
て
、
賃
金
だ
け
で
な
く
生
活

全
般
に
心
を
寄
せ
る
「
情
報
ハ

ブ
」
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
自

身
も
金
融
制
度
に
つ
い
て
学
び

続
け
る
姿
勢
が
、
共
済
を
「
仲

間
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
」
へ
と
進

化
さ
せ
る
と
結
論
づ
け
た
。

豊
田
市
労
連
の
「
ス
ピ
ー

ド
感
」
と
「
親
近
感
」

続
い
て
、
豊
田
市
職
員
労
働

組
合
連
合
会
の
宇
野
元
貴
副
代

表
が
、
高
い
新
規
加
入
率
を
維

持
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を

報
告
し
た
。
豊
田
市
労
連
で

は
、
2
0
1
3
年
に
大
量
の
未

加
入
者
を
出
し
た
苦
い
経
験
か

ら
、
情
報
の
提
供
タ
イ
ミ
ン
グ

を
抜
本
的
に
見
直
し
た
。
現
在

は
、
内
定
者
説
明
会
の
段
階
か

ら
共
済
の
概
要
を
説
明
し
、
入

庁
2
日
目
に
は
加
入
届
を
回
収

す
る
と
い
う
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー

ド
感
を
意
識
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
員
と

の
接
点
を
強
化
す
る
工
夫
と
し

て
、
機
関
紙
で
の
コ
ラ
ム
「
う

の
っ
ち
の
小
話
」
が
紹
介
さ
れ

た
。
あ
え
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
車
、
家
電
な
ど
、
組
合
活
動

と
は
直
接
関
係
の
な
い
身
近
な

テ
ー
マ
か
ら
書
き
始
め
、
最
後

に
組
合
活
動
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
構
成
を
意
識
し
、
読

ま
れ
る
機
関
紙
づ
く
り
を
徹
底

し
て
い
る
。
そ
し
て
宇
野
氏

は
、
新
採
職
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
お
い
て
、
以
下
の
5
点
を

重
視
す
べ
き
と
話
す
。
①
説
明

時
の
身
だ
し
な
み
や
表
情
へ
の

配
慮
、
②
同
じ
職
場
の
仲
間
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
姿
勢
、
③

デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
た
誠
実
な

説
明
、
④
組
合
加
入
・
共
済
利

用
を
「
特
別
な
体
験
」
と
感
じ

て
も
ら
う
演
出
、
⑤
全
役
員
が

具
体
的
な
体
験
談
を
話
せ
る
知

識
水
準
の
底
上
げ
の
5
点
だ
。

さ
ら
に
、
組
合
専
用
ア
プ
リ
の

導
入
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
、

地
域
手
当
維
持
に
向
け
た
交
渉

な
ど
、
組
合
員
の
切
実
な
声
に

一
つ
ひ
と
つ
対
応
し
て
い
く
姿

勢
が
、
組
合
活
動
全
体
へ
の
信

頼
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
報
告

し
た
。

対
話
を

通
じ
て
「
生
活
相
談
」
へ

集
会
後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
自
単
組
で
活
用
で
き

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
質
疑

応
答
で
は
、「
掛
金
に
よ
る
可

処
分
所
得
の
減
少
を
懸
念
す
る

組
合
員
へ
の
対
応
」
と
い
っ
た

切
実
な
悩
み
に
対
し
、
講
師
か

ら
は
「
初
期
投
資
に
対
す
る
明

確
な
メ
リ
ッ
ト
を
数
字
で
示
す

こ
と
が
重
要
」
と
の
助
言
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
情
報
の
早
期
提

供
が
負
担
感
の
軽
減
と
信
頼
構

築
に
つ
な
が
る
点
も
改
め
て
示

さ
れ
た
。

豊
田
市
労
連
の
宇
野
氏
は
共

済
活
動
に
お
い
て
は
「
前
の
め

り
に
な
り
す
ぎ
ず
、
常
に
聞
き

手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
」
が

大
切
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
新

採
職
員
が
本
当
に
知
り
た
い
情

報
を
整
理
し
、
他
単
組
の
成
功

事
例
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

柔
軟
に
取
り
組
む
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
自
治
労
運
動
の
鍵
と
な

る
。
今
回
の
集
会
は
じ
ち
ろ
う

共
済
を
「
生
活
相
談
の
入
口
」

と
す
る
た
め
の
、
大
き
な
契
機

と
な
っ
た
。

都都
本本
部部
「「
22
00
22
55
共共
済済
集集
会会
」」
をを
開開
催催

仲仲
間間
をを
守守
るる
共共
済済
のの
役役
割割
をを
再再
確確
認認

都
本
部
は
12
月
13
日
（
土
）、
新
宿
住
友
ス
カ
イ
ル
ー
ム
に
お
い
て
「
都
本
部
2
0
2
5
共

済
集
会
」
を
開
催
し
た
。
自
治
労
共
済
推
進
本
部
東
京
都
支
部
と
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
本

集
会
に
は
、
全
体
で
47
名
が
参
加
。
相
次
ぐ
自
然
災
害
や
不
安
定
な
経
済
情
勢
を
背
景
に
、
組

合
員
の
く
ら
し
を
守
る
「
労
働
者
自
主
福
祉
」
の
中
核
で
あ
る
共
済
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て

共
有
し
、
具
体
的
な
推
進
手
法
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。▲塚原 哲 氏

（生活経済研究所長野所長・CFP認定者）

都
本
部
は
12
月
9
日
、
17
日

の
2
回
、
労
働
組
合
加
入
率
が

「
70
％
以
上
」
の
単
組
と
「
70

％
未
満
」
の
単
組
に
分
け
、
第

1
回
2
0
2
6
年
度
新
規
採
用

職
員
組
合
加
入
推
進
対
策
会
議

を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
成
功

事
例
や
課
題
事
例
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
前
年
を
上
回
る
新

規
採
用
者
の
加
入
を
実
現
す
る

た
め
の
意
見
交
換
を
行
い
、
新

規
採
用
者
の
組
合
加
入
の
重
要

性
に
つ
い
て
改
め
て
全
体
で
確

認
し
た
。

多
く
の
新
規
採
用
者
が
職
場

に
加
わ
る
4
月
期
は
、
自
治
体

・
民
間
企
業
を
問
わ
ず
、
新
規

採
用
者
に
よ
っ
て
職
場
に
新
た

な
活
力
が
も
た
ら
さ
れ
、
組
合

に
と
っ
て
も
重
要
な
時
期
で
あ

る
。
新
規
採
用
者
の
組
合
加
入

は
、
単
な
る
数
の
増
加
に
留
ま

ら
ず
、
組
合
と
職
場
の
未
来
を

左
右
す
る
重
要
な
意
義
を
い
く

つ
か
持
っ
て
い
る
。

第
1
に
、
新
規
採
用
者
の
組

合
加
入
は
、
労
働
条
件
を
守

り
、
改
善
し
て
い
く
た
め
の
力

の
源
で
あ
る
。
賃
金
や
労
働
時

間
、
休
暇
制
度
な
ど
現
在
の
職

場
環
境
は
、
こ
れ
ま
で
の
組
合

活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
築

か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
組
合

員
が
減
少
す
れ
ば
労
使
交
渉
に

お
け
る
交
渉
力
は
弱
ま
り
、
現

状
の
維
持
す
ら
困
難
と
な
る
。

若
い
仲
間
が
組
合
に
加
わ
り
、

声
を
上
げ
る
こ
と
で
、
組
合
は

使
用
者
と
対
等
に
交
渉
す
る
力

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
の
声
や

意
見
は
、
停
滞
し
が
ち
な
労
働

運
動
に
新
た
な
道
筋
を
示
し
、

活
性
化
さ
せ
る
原
動
力
と
な

る
。第

2
に
、
組
合
は
新
規
採
用

者
自
身
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
で
あ
る
。
社
会
人
と
し
て

の
経
験
が
浅
い
時
期
に
は
、
不

安
や
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
み

が
ち
で
あ
る
。
組
合
は
、
そ
う

し
た
と
き
に
安
心
し
て
相
談
で

き
る
場
で
あ
り
、
個
人
で
は
解

決
が
難
し
い
問
題
を
集
団
の
力

で
解
決
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ

と
へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。
組
合
に
加
入
す
る
こ

と
で
、
新
規
採
用
者
は
「
自
分

は
一
人
で
は
な
い
」
と
い
う
安

心
感
を
得
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
、
離
職
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
生
ま
な
い
風
通
し
の

良
い
職
場
づ
く
り
と
「
安
心
し

て
働
き
続
け
る
」
人
生
の
構
築

に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

第
3
に
、
組
合
へ
の
若
い
世

代
の
参
画
は
、
組
合
の
活
性
化

と
世
代
継
承
に
つ
な
が
る
。
働

き
方
や
価
値
観
が
変
化
す
る
中

で
、
新
た
な
世
代
の
感
覚
や
課

題
意
識
を
組
合
活
動
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
。
新
規

採
用
者
や
若
い
世
代
が
主
体
的

に
組
合
活
動
に
関
わ
る
こ
と

で
、
組
合
は
よ
り
身
近
で
、
現

実
に
即
し
た
存
在
と
な
る
の
だ

ろ
う
。
過
去
を
継
承
し
つ
つ
も

前
に
進
む
力
が
新
採
者
を
は
じ

め
と
す
る
若
い
世
代
に
は
あ

る
。労

働
組
合
は
特
定
の
誰
か
の

た
め
の
組
織
で
は
な
く
、
職
場

で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
た
め

の
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
規
採
用
者
の
組
合
加
入

は
、
本
人
の
安
心
感
と
成
長
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
職
場
全

体
の
未
来
を
支
え
る
力
と
な

る
。
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
職
場
を
築
い
て
い
く

展
望
へ
の
第
一
歩
が
、
組
合
加

入
の
取
り
組
み
だ
。

新
規
採
用
職
員
組
合
加
入
推
進
対
策
会
議

新
規
採
用
者
の
組
合
加
入
が

組
合
と
職
場
の
未
来
を
つ
く
る

▲単組の加入率ごとに2回に分けて開催し課題や成功事例を共有した。

自
治
労
で
は
現
在
、
ス
ト
ラ

イ
キ
批
准
投
票
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、「
地
方
公
務
員

法
で
ス
ト
ラ
イ
キ
（
以
下
「
ス

ト
」
と
い
い
ま
す
）
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
ス
ト
を

や
る
か
、
や
ら
な
い
か
の
投
票

が
あ
る
の
？
」「
ど
う
せ
ス
ト

を
や
ら
な
い
の
な
ら
無
駄
」
と

い
う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
投
票
し
た

ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
？
」
と
不
安
に
思

わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ス
ト

批
准
投
票
と
は
何
か
、
そ
し
て

ス
ト
批
准
投
票
に
取
り
組
む
意

義
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

●「
ス
ト
批
准
投
票
＝
ス
ト
を

行
う
」
で
は
な
い

私
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条
件

な
ど
の
要
求
実
現
に
む
け
て
は

使
用
者
側
と
の
交
渉
を
重
ね
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
使

用
者
側
か
ら
の
不
当
な
提
案
や

不
誠
実
な
交
渉
に
対
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
ス
ト
を

含
め
た
選
択
肢
を
持
っ
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ス
ト
批
准

投
票
は
労
働
組
合
法
に
定
め
ら

れ
た
手
続
き
に
準
ず
る
も
の

で
、
ス
ト
を
含
む
要
求
実
現
へ

の
行
動
を
「
す
る
か
・
し
な
い

か
」
の
判
断
を
自
治
労
中
央
闘

争
委
員
会
（
自
治
労
本
部
）
に

委
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
組
合
員

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
自
治
労
の
全

組
合
員
が
参
加
す
る
「
見
え
る

組
合
運
動
」
と
言
え
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
実
際
の
職
場
で
の
ス

ト
実
施
判
断
は
、
組
合
員
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
確
認
し
た
上

で
、
各
単
組
が
判
断
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ス

ト
批
准
投
票
は
、
ス
ト
実
施
を

前
提
と
し
た
投
票
で
は
な
い
の

で
す
。

●
ス
ト
批
准
投
票
の
結
果
が
労

使
交
渉
を
後
押
し
す
る

ス
ト
批
准
投
票
を
実
施
す
る

意
義
は
2
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ

は
、
ス
ト
批
准
投
票
で
闘
争
体

制
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
で
、
要

求
実
現
へ
の
行
動
に
対
し
て
、

自
治
労
の
持
つ
組
織
力
を
背
景

と
し
た
人
的
支
援
や
実
損
補
填

な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。
2
つ
目

は
、
ス
ト
批
准
投
票
が
労
使
交

渉
の
大
き
な
後
ろ
盾
と
な
る
こ

と
で
す
。
要
求
実
現
に
む
け
た

行
動
に
賛
同
す
る
組
合
員
が
多

い
、
つ
ま
り
批
准
率
が
高
い
と

い
う
こ
と
は
、
交
渉
相
手
で
あ

る
使
用
者
側
も
着
目
せ
ざ
る
を

得
な
い
具
体
的
な
数
値
と
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
組
合
執

行
部
の
発
言
の
重
み
が
増
し
、

労
使
交
渉
の
大
き
な
後
ろ
盾
と

な
り
ま
す
。
ス
ト
を
行
う
・
行

わ
な
い
以
前
に
、
高
い
批
准
率

と
い
う
結
果
自
体
が
自
治
労
組

合
員
の
結
束
力
を
示
す
大
き
な

『
指
標
』
と
な
り
、
大
き
な
意

味
を
持
つ
の
で
す
。
多
数
で
の

批
准
に
む
け
て
組
合
員
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▲宇野 元貴 氏
（豊田市職員労働組合連合会副代表）

1
月
8
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
都
本
部
2
0

2
6
年
旗
開
き
を
開
催
し
た
。

立
食
形
式
と
し
、
当
日
は
加
盟

単
組
、
連
合
東
京
、
関
係
産

別
、
関
係
議
員
な
ど
多
く
の
皆

様
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。

冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
に
立
っ

た
松
村
中
央
執
行
委
員
長
は

「
国
内
で
は
景
気
回
復
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
実
質
賃
金
は
上
が

ら
ず
物
価
上
昇
が
生
活
を
圧
迫

し
て
い
る
。
職
場
で
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
複
雑
化
、

そ
し
て
自
然
災
害
や
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
っ
て
業

務
量
が
増
え
、
人
員
不
足
や
長

時
間
労
働
が
一
層
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
迎
え

た
昨
年
の
賃
金
確
定
闘
争
で
私

た
ち
は
粘
り
強
く
声
を
上
げ
続

け
、交
渉
を
重
ね
た
こ
と
で
、全

て
の
年
代
で
の
賃
金
改
善
や
再

引
用
職
員
の
一
時
金
改
善
な
ど

多
く
の
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
し
た
う
え
で
、

間
も
な
く
本
格
化
す
る
2
0
2

6
春
闘
に
つ
い
て
は
「
円
安
や

物
価
高
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
決
し
て
楽
観
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
こ
そ

物
価
上
昇
を
上
回
る
持
続
的
な

賃
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
に
労

働
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
た
た

か
う
と
き
だ
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
で

は
、
連
合
東
京
の
斉
藤
会
長
か

ら
「
連
合
2
0
2
6
春
闘
で
は

全
体
で
5
％
以
上
、
中
小
企
業

は
6
％
以
上
、
パ
ー
ト
・
有
期

雇
用
は
7
％
と
い
う
『
5
、6
、

7
』
の
賃
上
げ
を
春
闘
方
針
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
公
務
員
の

賃
金
引
上
げ
は
中
小
企
業
の
賃

上
げ
と
両
輪
で
あ
る
た
め
、
中

小
企
業
を
中
心
と
し
た
労
務
費

の
適
正
な
価
格
転
嫁
を
進
め
な

が
ら
、
公
務
員
給
与
に
反
映
で

き
る
よ
う
な
春
闘
結
果
を
引
き

出
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
組
織
内
議
員
の
岸

ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
か
け
つ

け
、「
昨
年
の
参
院
選
で
は
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
議
席
を

守
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
引
き
続

き
鬼
木
ま
こ
と
参
議
院
議
員
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
処
遇
改
善

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
国
会
の
場

で
訴
え
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
歓
談
で
は
参
加
者

の
皆
様
が
様
々
な
団
体
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
よ
り
一
層
連

携
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

都
本
部
2
0
2
6
年
旗
開
き

2
0
2
6
春
闘
で
継
続
的
な
賃
上
げ
を

▲岸まきこ参議院議員▲主催者挨拶に立つ松村中央執行委員長

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．仕事の基本「ホウレンソウ」の「ホウ」。
2．「カラー」とは、洋服のこの部分です。
3．長女から見た次女は、何にあたる？
4．「鬼は外～！」と投げます。
6．漢字で「蹴球」と書くスポーツ。
8．三角形なら「底辺×高さ÷2」で求めます。
10．とじてふさぐこと。手紙に○○をする。
12．ぬかるみを歩いて、ズボンの裾にハネちゃった。

ヨコのカギ
1．夜空にキラキラ、瞬いています。
2．やっぱり大きなスクリーンで観たい！
4．阿寒湖の天然記念物といえば？
5．傘いるかな、パラパラな雨模様。
7．偕楽園の○○まつりが有名です。
9．下駄箱に並んでいます。
10．朝目覚めて寒いと、ここから出たくな～い！
11．生け花のこと。
13．EU諸国の通貨単位。
14．寒い日は「ハァー」と吐くと白く見えたりします。

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。

▲グループワークの様子▲加盟単組やご来賓の方を合わせて約140名にお越しいただいた。

●締切 2026年2月26日（木）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●1月1日号 クロスワードパズルの答え「こままわし」

◆
商
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
〈
中
央
ろ
う
き
ん
〉

お
取
引
営
業
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ろ
う
き
ん〈
2
月
の
お
す
す
め
〉

第1380号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２６年２月１日第1380号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）２０２６年２月１日
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2
0
2
1
年
2
月
1
日
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ

タ
ー
で
、
ミ
ン
ア
ン
フ
ラ
イ
ン

総
司
令
官
が
全
権
掌
握
し
国
家

指
導
者
の
地
位
に
。
国
軍
は
2

0
2
0
年
の
総
選
挙
を
無
効
に

し
、
非
常
事
態
宣
言
を
布
告
。

選
挙
で
勝
利
し
た
国
民
民
主
連

盟
政
権
の
指
導
者
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
氏
ら
を
拘
束
し
た
。

国
民
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
土
で

非
暴
力
の
抗
議
デ
モ
で
激
し
く

抵
抗
。
多
く
の
公
務
員
た
ち
も

抵
抗
の
意
志
を
示
す
た
め
職
場

を
離
れ
、
市
民
不
服
従
運
動
を

展
開
し
た
が
、
国
軍
は
武
力
で

弾
圧
、
拷
問
死
も
含
め
多
数
の

死
傷
者
が
。
そ
の
結
果
、
推
定

3
5
0
万
人
以
上
の
人
々
が
国

軍
の
弾
圧
を
逃
れ
、
国
内
避
難

民
に
。

日
本
で
も
4
万
人
ほ
ど
い
た

在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
た
ち
の
多

く
が
抗
議
の
デ
モ
に
立
ち
上
が

っ
た
。
各
地
で
働
く
技
能
実
習

生
た
ち
も
休
日
を
返
上
し
、
地

方
か
ら
東
京
で
の
抗
議
デ
モ
に

駆
け
つ
け
、
現
地
支
援
の
た
め

の
募
金
活
動
に
も
奔
走
。

こ
れ
ま
で
パ
レ
ス
チ
ナ
や
福

島
を
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の

視
点
で
撮
っ
て
き
た
土
井
監

督
。『
異
国
に
生
き
る
ー
日
本

の
中
の
ビ
ル
マ
人
―
』（
2
0

1
3
年
公
開
）
で
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
民
主
化
運
動
に
参
加
し

た
た
め
日
本
に
亡
命
し
た
チ
ョ

ウ
チ
ョ
ウ
ソ
ー
を
14
年
追
っ

た
。
こ
れ
は
、
そ
の
続
編
的
な

作
品
。

第
一
部
は
、
デ
モ
に
参
加
し

た
若
者
た
ち
の
、
祖
国
の
ク
ー

デ
タ
ー
へ
の
怒
り
と
悲
し
み
、

深
い
思
い
を
伝
え
、
第
二
部
で

は
タ
イ
の
国
境
沿
い
の
町
に
避

難
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
た
ち
、

そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
が
通

う
学
校
の
支
援
を
続
け
る
在
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
女
性
を
追
う
。

第
三
部
で
は
前
作
の
チ
ョ
ウ
の

そ
の
後
を
追
い
、
さ
ら
に
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
国
軍
と
日

本
と
の
関
係
を
追
う
。

世
界
で
民
主
主
義
が
後
退
し

つ
つ
あ
る
中
、
そ
の
レ
ン
ズ
に

映
る
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
た
ち

の
姿
は
、
私
た
ち
に
自
由
、
民

主
主
義
、
そ
し
て
祖
国
と
は
何

か
を
問
い
か
け
る
。

私
は
現
在
、
再
任
用
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
。
練
馬
区

職
労
に
は
再
任
用
職
員
を
対
象

と
し
た
「
再
任
用
職
員
評
議

会
」
が
あ
り
、そ
の
主
催
で
、再

任
用
終
了
後
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
学
ぶ
学
習
会
が
開
か

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
経
験
談
が
語
ら
れ
「
推

し
活
」
の
す
す
め
も
あ
っ
た
。

人
生
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る

た
め
、
私
も
「
推
し
活
」
を
始

め
て
み
よ
う
と
決
意
し
、
自
分

に
合
う
「
推
し
活
」
は
何
か
と

模
索
を
始
め
た
。
現
在
も
試
行

錯
誤
中
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
プ

ロ
ゴ
ル
フ
観
戦
を
お
す
す
め
し

た
い
。

な
ぜ
プ
ロ
ゴ
ル
フ
な
の
か
？

私
は
福
島
県
の
学
法
石
川
高

校
の
出
身
で
、
後
輩
に
蛭
田
み

な
美
と
い
う
現
役
プ
ロ
ゴ
ル
フ

ァ
ー
が
い
る
。
彼
女
が
2
0
2

3
年
の
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
で

優
勝
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。
も
ち
ろ

ん
年
齢
も
世
代

も
違
う
が
、
同

じ
高
校
の
後
輩

が
厳
し
い
プ
ロ
の
世
界
で
頑
張

っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
応
援
し

た
い
と
思
っ
た
の
だ
。
ち
な
み

に
、
私
は
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
し

な
い
。

7
月
に
は
神
奈
川
県
で
の
大

会
に
応
援
に
行
っ
た
。
仕
事
に

行
く
よ
り
も
早
く
起
き
て
電
車

に
乗
り
、
最
寄
り
駅
へ
。
前
半

は
9
ホ
ー
ル
ほ
ど
一
緒
に
歩
い

て
応
援
し
、
後
半
は
18
番
ホ
ー

ル
な
ど
で
定
点
応
援
に
切
り
替

え
た
。
ゴ
ル
フ
場
は
山
間
部
に

あ
る
こ
と
が
多
く
、
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
激
し
い
。
観
戦
客
は
選

手
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
コ

ー
ス
の
端
を
歩
い
た
り
、
迂
回

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
。
ま
る
で

山
の
中
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。
当
然
、
翌
日

は
筋
肉
痛
に
。

11
月
に
は
飯
能
市
の
ゴ
ル
フ

場
で
の
ツ
ア
ー
大
会
に
も
応
援

に
行
っ
た
が
、
や
は
り
ひ
ど
い

筋
肉
痛
に
な
っ
た
。

プ
ロ
選
手
の
見
事
な
プ
レ
ー

を
間
近
で
見
ら
れ
、
コ
ー
ス
を

歩
く
こ
と
で
運
動
不
足
も
解
消

で
き
る
。
し
か
も
チ
ケ
ッ
ト
は

比
較
的
安
価
で
手
に
入
り
や
す

い
。
そ
ん
な
プ
ロ
ゴ
ル
フ
観

戦
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

た
だ
し
、
私
に
と
っ
て
は

「
朝
早
い
こ
と
」
が
今
も
課
題

で
あ
る
が
…
。

や

な
い

ゆ
き

お

練
馬
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

矢
内

幸
夫

『
プ
ロ
ゴ
ル
フ
観
戦
の
す
す
め
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

�出身地：福島県
�組合歴：
2001年～執行委員
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2015年～副執行委員長
2019年～執行委員長

『
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

わ
た
し
た
ち
の
自
由

』

異
国
で
懸
命
に
生
き
る
彼
ら
の
姿
は
、

排
外
主
義
が
進
む
世
界
の
希
望
と
な
る
か

�2026年1月30日（金）よりアップリン
ク吉祥寺☎0422－66－5042、2月14日
（土）より新宿K’s cinema ☎03－
3352－2471にて公開、ほか全国順次
Ⓒ土井敏邦

「
知
る
こ
と
」か
ら
始
ま
る
平
和
へ
の
一
歩

都
本
部
女
性
部
・
青
年
部
は
、
反

戦
・
反
核
・
反
基
地
の
立
場
か
ら
、

平
和
と
人
権
の
確
立
を
テ
ー
マ
と
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
は
青
年

部
の
発
案
に
よ
り
、
1
月
18
日
に
第

五
福
竜
丸
展
示
館
の
見
学
学
習
会
を

開
催
し
、9
単
組
22
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
新
木
場
駅
前
の
木
材
会

館
に
お
い
て
、
第
五
福
竜
丸
資
料
館

学
芸
員
の
蓮
沼
氏
よ
り
、「
戦
後
80

年
か
ら
太
平
洋
核
実
験
80
年
へ
」
と

題
し
た
講
演
を
受
け
た
。

1
9
5
4
年
、
遠
洋
マ
グ
ロ
漁
船

・
第
五
福
竜
丸
は
、
操
業
中
に
米
国

の
水
爆
実
験
に
遭
遇
し
、
乗
組
員
23

人
が
大
量
の
放
射
性
物
質
を
浴
び

た
。
そ
の
中
で
無
線
長
だ
っ
た
久
保

山
愛
吉
さ
ん
が
「
原
水
爆
の
犠
牲
者

は
私
を
最
後
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
言
葉
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
事
実

は
、
核
兵
器
が
人
の
命
と
尊
厳
を
奪

う
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
る
こ
と
を

強
く
示
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
は
乗
組
員
個
人
の
被
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
漁
業
や
地
域
社
会

に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
差
別

や
偏
見
を
生
ん
だ
。
ま
た
、
核
実
験

が
繰
り
返
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

で
は
、
今
な
お
健
康
被
害
や
故
郷
を

奪
わ
れ
た
苦
し
み
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
、
核
の
問
題
が
過
去

の
出
来
事
で
は
な
く
、
現
在
も
続
く

課
題
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
初
め

て
参
加
し
た
青
年
層
組
合
員
か
ら

は
、「
平
和
と
は
戦
争
が
な
い
状
態

だ
け
で
は
な
く
、
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
し
、
声
を
挙
げ
ら
れ
る
社
会
の

こ
と
だ
と
実
感
し
た
」「
差
別
や
分

断
が
な
い
こ
と
も
平
和
の
重
要
な
要

素
だ
」
と
い
う
声
が
挙
が
っ
た
。
若

者
に
と
っ
て
の
平
和
と
は
、
日
常
の

中
で
人
権
が
守
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
全
体
で

確
認
し
た
。

そ
の
後
、
第
五
福
竜
丸
展
示
館
へ

移
動
し
、
実
物
の
船
体
や
資
料
を
前

に
、
蓮
沼
学
芸
員
に
熱
心
に
質
問
す

る
参
加
者
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。

参
加
者
交
流
会
の
中
で
は
、「
知
る

こ
と
が
行
動
の
第
一
歩
だ
と
感
じ

た
」「
自
分
た
ち
が
声
を
挙
げ
な
け

れ
ば
、
同
じ
過
ち
が
繰
り
返
さ
れ

る
」
と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
た
。

本
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
平
和

を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
社

会
や
職
場
、
組
合
活
動
の
中
で
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
契
機
と
な
っ

た
。
青
年
層
・
女
性
組
合
員
が
と
も

に
学
び
、
対
話
し
、
行
動
す
る
こ
と

こ
そ
が
、「
平
和
と
人
権
を
未
来
に

つ
な
ぐ
力
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

確
認
す
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

▲参加者で写真撮影および見学の様子

都本部女性部・青年部 反戦平和フィールドワーク
核のない世界へ 第五福竜丸から学ぶ

都本部女性部・青年部 反戦平和フィールドワーク
核のない世界へ 第五福竜丸から学ぶ

監
督
：
土
井
敏
邦
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